
第１回 富来地域小中学校適正規模・適正配置検討委員会 会議録 

会議の名称 第１回 富来地域小中学校適正規模・適正配置検討委員会 

開 催 日 時 令和４年５月２７日（金）１５時３０分から １７時１０分 

開 催 場 所 富来活性化センター 小会議室 

出 席 委 員 
中島委員長、小堀委員、寺井委員、冨澤委員、田中委員、板岡委員 

山本委員、金谷委員、長根尾委員（9名） 

事 務 局 
教育長：間嶋正剛、学校教育課長：荒川仁、同課参事：芳野了俊、 

同課補佐：岡田政行（4名） 

協 議 事 項 

１ 開会 

２ 委嘱状の交付 

３ 教育長挨拶 

４ 自己紹介 

５ 委員長及び副委員長の選出 

６ 委員長挨拶 

７ 諮問書の提出 

８ 議事 

（１）富来地域小中学校適正規模・適正配置検討委員会設置要綱 

について 

（２）富来地域小中学校適正規模・適正配置について 

（３）今後のスケジュールについて 

（４）その他 

９ 事務連絡 

10 閉会 

配 布 資 料 
・資料１ 諮問書 

・資料２ 富来地域小中学校適正規模・適正配置について 
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第１回 富来地域小中学校適正規模・適正配置検討委員会 摘録 

 

司会（事務局） 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

委員・事務局 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪開会 １５時３０分≫  

１ 開会 

  

２ 委嘱状の交付 

 各委員へ委嘱状交付 

 （委員の任期は、委嘱の日から所掌事務が終了するまでの期間） 

 

３ 教育長挨拶 

  間嶋教育長から挨拶がされた。 

 

４ 自己紹介 

 委員の自己紹介の後、事務局職員の自己紹介を行う。 

 

５ 委員長・副委員長の選出 

  富来小学校適正規模・適正配置検討委員会設置要綱第５条の第１項

及び第２項の規定に基づき、委員長、副委員長の選出について諮る。 

 

  委員長に中島進委員、副委員長に山本政人委員を選出 

 

６ 委員長挨拶 

  中島委員長より挨拶がされた。 

 

７ 諮問書の提出 

諮問書 

  富来地域の子どもたちが健やかに成長できる環境づくりや地域の

実情に応じた学校教育の実現に資するため、富来地域小中学校適正

規模・適正配置検討委員会設置要綱第２条の規定により、次の事項

について貴委員会に諮問します。 

諮問事項 

１ 富来地域小中学校における適正規模・適正配置のあり方について 

教育長が諮問書を読み上げ、委員長へ提出する。 

 

諮問理由（原文のとおり） 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

委員 

 

 

富来地域におきましては人口減少や少子化により児童生徒が減少し、

平成１７年４月１日には富来地域の小学校５校を１校に統合するなど、

小中学校の適正規模・適正配置に努めてまいりました。 

 しかしながら、人口減少に歯止めがかからず、引き続き、児童生徒数

の減少が進行すると、適正な学校規模の維持は難しくなることが

予想され、子どもたちの学習や学校生活への影響のほか、学校行事の

縮小、部活動等の制約といった諸問題が懸念されています。 

 このため、将来的な視野に立った小中学校の教育環境について検討が

必要となり、令和３年１１月の志賀町総合教育会議において、「将来

に向けての小中学校適正規模・適正配置等について」の協議を行い、

小中学校の教育環境を整備し、教育効果を高めることを目的に、教育

委員会において、小中学校の適正規模・適正配置等の方針を策定する

こととなりました。 

つきましては、子どもたちが健やかに成長できる環境づくりを

最優先に、地域の特色を生かした学校運営や学校統合などの学校配置、

学校の小規模化に伴う諸問題への対応など、地域の実情に応じた

最適な学校教育のあり方や学校規模について調査検討していただき、

ご提言いただきますようお願い申し上げます。 

 

８ 議事 

進行については委員長にお願いする。 

 

本委員会の議事は、原則、非公開とする。 

 

 

(1) 富来地域小中学校適正規模・適正配置検討委員会設置要綱につ

いて、事務局より説明を求めます。 

 

   資料２に基づき、富来地域小中学校適正規模・適正配置検討委

員会設置要綱の説明がされた。 

 

   質問等をお受けします。 

   

   適正配置とはどういう意味か。 
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事務局 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

教育長 

 

 

 

 

   通学距離や通学時間が長くならないような配慮や、地域特性を

考慮しながら学校の位置を決めるということです。 

 

   要綱第７号に規定する情報漏洩とは、委員が各種団体等に意見

を求める場合に、ある程度の情報を公開しないと意見を得ること

ができない。この場合も情報漏洩に該当するのか。 

 

   ご質問の件については情報漏洩に該当しないと考えます。 

 

 

(2) 富来地域小中学校適正規模・適正配置について、事務局より説

明を求めます。 

 

   資料２に基づき、富来地域小中学校適正規模・適正配置の説明

がされた。 

 

   質問をお受けします。 

 

   最適な学校教育のあり方や学校規模についてまとめてもらい

たいとの説明であったが、具体的に、どの様なことを決めれば良

いのか。 

 

   適正規模の考え方・適正配置の考え方をまとめて頂きたい。例

えば、１クラスの人数や学級数、通学時間など。志賀町独自の基

準をこの委員会でまとめていただきたい。 

 

   例えば、小学校の複式学級、小中一貫教育など、そこまで我々

が勉強し、委員会で方向性を出しても良いのか。 

 

   はい。そこまでの方向性の議論、結論をお願いします。 

   しかし、志賀地域と富来地域では人口も学校規模も違うので、

この委員会では、富来地域に絞って検討していただきたい。 
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委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

   基準を検討するとなれば、我々は学校の現状が分からない。委

員の中に富来小、富来中学校の校長先生がいるので、現状を教え

て頂きたい。 

 

   今後、学校の考えやＰＴＡの考えを取りまとめるため、保護者

に意見を聞き、集約しておく必要があると思う。そのため、どこ

まで委員会資料の提示や審議内容の説明をすることができるの

か。 

 

   スケジュール（案）として各団体へ協議の依頼を考えている。 

  ８～９月頃に実施し、１０月頃に委員会で報告していただきたい

と考えている。 

 

   第２回の委員会で、富来地域の小中学校の現状確認、適正規模

に係る基本的な考え方、地域の特色や小規模校の特色を生かした

学校作りの在り方などの概要を説明・提案し、８月から９月にか

けて各種団体や児童生徒、保護者等を対象としたアンケートを実

施します。また、第３回か第４回の委員会でアンケート結果の報

告、第５回以降で結果を踏まえた委員会の方針等を協議し、その

後、答申案の作成をお願いしたいと考えている。 

 

   学校の校長やＰＴＡの会長は、職員や保護者の意見の集約が必

要となるので、その都度、委員会での検討内容を周知していただ

きたい。そして、団体等から頂いた意見を委員会に報告していた

だきたい。 

 

   学校には、長年続く地域の教育振興会があり、６月中旬に総会

を予定している。団体の意見を聞く際に、委員会での審議内容を

報告しなければならず、言葉の使い方が難しい。「小中一貫」や

「統合」などという言葉を使えば、その言葉が独り歩きし、他の

市町では大変なことになった事例も聞く。この場合、どのように

対応すればよいか。 
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委員長 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

   団体に意見を求めるとなれば、富来地域では児童生徒数が減少

しており、単純に「統合だ」となってしまう。結論ありきではな

く、地域住民が、地域の子どもたちの将来をどうするのか、どう

して行くのかということを伝えて、皆で考えてもらいたい。 

 

   本日の資料には「小中一貫」や「統合」などという言葉は見当

たらない。資料は富来地域小中学校適正規模・適正配置について

ということで、基本的な考え方として文科省の資料が掲載されて

いるだけなので、特に神経質になる必要はないと思う。 

 

   少子化に伴う児童生徒数の減少や学級数の推移については資

料で理解できるのだが、我々は学校の実情が分からない。簡単に

学校の実情を教えてもらいたい。 

 

   次回の委員会で率直な感想をいただきたいので、お願いしま

す。 

 

 

  (3) 今後のスケジュールについて、事務局より説明を求めます。 

 

   資料２に基づき、今後のスケジュール（案）について説明がさ

れた。 

 

   質問をお受けします。 

 

   スケジュール（案）は、この通り進めなければならないのか。 

 

   スケジュール（案）は一例であり、今後の審議状況によっては、

委員会の回数が増え、時間が掛かることがあるかもしれません。

特に、スケジュールにこだわるものではありません。 

 

８～９月に各種団体、保護者等にアンケートを実施するとの説

明だった。アンケートは事務局で作成すると思われるが、我々委

員は事前に内容を確認することはできるのか。また、アンケート
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事務局 

 

 

委員 

 

 

教育長 

 

 

委員長 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

の実施をもっと早くできないか。 

 

  第２回の委員会でアンケートをお示しし、その後、アンケート

を実施したい。 

 

  答申の時期についても、委員会の審議状況によりスケジュール

が延長しても問題ないのか。 

 

  問題ありません。 

 

 

(4) その他について、皆さんから何かありますか。 

 

   事務局では会議録を作成するかと思いますが、次回の会議の通

知に併せ、会議録を配布していただきたい。 

 

   分かりました。 

 

   富来が統合する前の状況を知りたい。以前は8校下で、各校下

に小中学校があったと聞く。現在の保護者は若く、昔のことを知

らない世代になってきた。昔のことを聞いておけば、今後、意見

集約の際の参考となるかもしれないので。 

 

   次回の委員会でお示しさせて頂きたい。 

   また、次回の委員会では、富来地域と状況が類似している輪島

市門前町及び珠洲市の状況について情報収集し、報告していただ

きたい。 

 

９ 事務連絡 

 ① 委員会の会議録の調製について 

  ・会議録は要点筆記とし、個人名は伏せた形でホームページに公

開する。 

  ・会議の開催通知に併せ、会議録を通知する。 

・会議録の作成のため、会議は録音する。 
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事務局 

 

 

 ② 委員報酬について 

  ・町の規定に準じ報酬を支払うので、受取口座の届出書をお渡し

します。 

 ③ 次回の開催について 

   日時 ７月１４日（木）１５時３０分開会 

   場保 富来活性化センター 中会議室 

 

10 閉会 

  山本副委員長挨拶 

 

 

≪閉会 １７時１０分≫ 
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